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 祝 6年生 卒業おめでとう！  
3月に入って暖かくなってきました。昨今の暖かさでスモモの花も咲

きほこり、桜も桃も競うように花開いてきました。近々、桜や桃の花

も見ごろを迎えることでしょう。飯野小らしい風景が見られるのが待

ち遠しく感じています。 

素敵な季節になってきたのですが、同時に別れの季節にもなりまし

た。先週の木曜日には、この一年間、リーダーとして飯野小を牽引してきてくれた6年生が卒業式

を迎えました。希望と夢に胸を膨らませて巣立っていく6年生を見送るのは、とても感慨深いもの

でした。4月、少し頼りなさげだった姿が、日を追うごとに自信をつけ、たくましく頼りがいのあ

る存在に成長してくれました。様々な活動において、下級生をリードし手本となってくれていま

した。壁にぶつかったこともあったでしょう。納得できなかったこともあったでしょう。くじけ

てしまったこともあったでしょう。でも、家族に励まされ、友だちに助けられ、先生に悩みを打

ち明け相談し、それらの困難を乗り越えることができた6年生は、かけがえのない私たちの誇りで

す。 

そんな6年生の卒業式を迎えるにあたって、私も練習に数度参加し、残り数日になっても成長し

ていく様を見て、そのポテンシャルの高さに目を見張りました。そして、もっとこの6年生の子供

たちと一緒に過ごしていたいという思いが沸き起こりましたが、悲しいかな、それは無理な話で

す。当日は、その立派になった姿を目に焼き付け、一人一人に思いを込めて卒業証書を手渡し、

はなむけの言葉を贈りました。在校生も感謝の思いを精いっぱい込めて、呼びかけと合唱で伝え

てくれました。参列した来賓の方々からも、「飯野小学校は、みんなが一つになることができて、

素晴らしい学校ですね。」とお褒めの言葉をいただきました。これも6年生が頑張ってきてくれた

おかげです。きっと、来年度も6年生が残してくれた伝統を引き継ぎ、素晴らしい学校にしてくれ

ると信じています。 

6年生の保護者の皆様、これまでのご支援に心より感謝しております。また在校生の保護者の皆

様方におかれましても、同様に感謝すると同時に、これからも変わらぬご支援を賜りたくお願い

申し上げます。 

結びに、卒業生の皆さんの中学校での活躍を期待しています。卒業式で語った決意の言葉の実

現に向けて、突き進んでください。これからも応援しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 
～ 郷土を愛し、たくましく生きぬく子ども ～ 

【9年間で目指す児童像】 
～ 思いやり、創造力、すこやかな体をもち、 

未来を担う 白根こまっ子 ～ 
令和８年３月２４日 No１９  文責 保坂 泉(校長) 

【家庭数配布】 

【６年１組】 【６年２組】 



 

 

卒業式に参加できない1年生や2年生にとっては、「6年生を送る会」が

感謝を伝えるひと時になりました。6年生の後を引き継ぐ5年生が中心に

なって会の計画を立て、準備運営を立派にやり遂げてくれました。 

6年生を送る会は2部構成になっており、1部では縦割り班を使って、

より近い関係性の中で感謝を伝えたりゲームをしたりして、6年生の思

い出の１ページに加えてもらえるよう楽しんで行うことができました。6年生の顔はほころびなが

ら、下級生を最後まで面倒をみてくれている姿は、下級生の心にしっかりと残るものでした。5年

生は、最後まで手本を見せてくれていた6年生の姿を思い出しなが

ら、よき伝統を受け継いでくれることでしょう。 

2部では、6年生一人一人を紹介することからスタートです。その

後、スライドショーを使って6年生の1年生からの様子を見せてくれ

ました。制作は5年生がしてくれました。とてもよい大作で、いつま

でも見ていたいくらいの素晴らしい出来栄えでした。その後、工夫

を凝らした学年ごとの発表で6年生への感

謝を伝えました。合唱あり、呼びかけあり、楽器演奏あり、クイズあ

り。その発表に応えるべく6年生の発表もありました。255名の飯野っ

子が一つになれたステキなステキな会でした。時間が経つのもあっと

いう間。素敵なひと時を過ごした6年生の中には涙ぐんでいる子供もお

り、きっと、思い出の1ページになったことと思っています。 

素敵な会6年生を送る会を計画してくれた5年生。本当にありがと

う。そして、一緒に協力してくれたすべての飯野っ子に心から感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆私も担任時代を思い出して、卒業アルバムを引っ張り出して昔を懐かしんでしまいました。◆ 


